
別記１ 管理業務仕様書 

 

氷見市民プール・トレーニングセンター管理運営に係る仕様書 

 

この仕様書は、氷見市民プール・トレーニングセンター（以下「プール・トレーニングセンタ

ー」という。）条例第３条の３に規定する指定管理者が行う業務について、「氷見市民プール・ト

レーニングセンター、氷見市Ｂ＆Ｇ海洋センター及び氷見運動公園の指定管理募集要項」（以下「募

集要項」という。）に定めるもののほか必要な事項を定めるものである。 

 

１ 管理に関する基本的な考え方 

 （１）プール・トレーニングセンターの設置目的を充分理解し、その目的に沿った管理運営を

行うこと。 

（２）プール・トレーニングセンターの管理を行うに当たり、関係法令、条例、規則を遵守し、

市民サービスの向上に努めること。 

（３）プール・トレーニングセンターの管理を行うに当たり、利用者の安全を第一とすること。

（４）プール・トレーニングセンターの管理を行うに当たり、利用者の平等な利用を確保する 

こと。 

（５）アンケート調査等の実施により、利用者の意見を管理運営に反映させること。 

（６）個人情報の保護を徹底すること。 

（７）効率的な運営に努め、管理経費の削減に努めること。 

 

２ 法令等の遵守 

   業務の実施に当たっては、地方自治法、氷見市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等

に関する条例、氷見市民プール・トレーニングセンター条例、氷見市民プール・トレーニン

グセンター条例施行規則、氷見市情報公開条例、氷見市個人情報保護条例、氷見市行政手続

条例、労働基準法等の労働関係法令、消防法等の施設管理に関する法令、協定書及び仕様書

等を遵守すること。 

 

３ 管理体制 

（１） 管理運営を効率的に行うため、適正な職員を配置すること。 

（２）職員の配置及び勤務形態 

ア 職員は、原則として施設等の開場時間に応じて勤務すること。ただし、業務の都合に

より必要に応じて延長勤務を行うこと。 

イ 土、日、祝日、競技大会及び事前予約状況等で混雑が予想される場合には、管理（駐

車場整理を含む。）できる適切な人員を配置すること。 

 （３）消防法第８条の規定により防火管理者を置くこと。 
 

 

 



４ 対象施設の概要 

 （１）所在地  

    氷見市大浦６番地１ 

 （２）建物概要 

   ア 市民プール  

敷地面積１２，９６０㎡  建物面積２，１４５㎡ 

     施設内容  

      玄関、ロビー、更衣室、シャワー室、事務室、ギャラリー、２５m プール、児童用

プール、幼児用プール、休憩室、採暖室、機械室、器具庫、便所 

   イ トレーニングセンター 

     建物面積 ９００㎡ 

     施設内容 

      １階 玄関、ロビー、更衣室、シャワー室、事務室、トレーニング室、体力測定室、

雑庫 

２階 ロビー、軽運動室、会議室、雑庫 

 

５ 開館時間及び休館日   

募集要項のとおり 

 

６ 管理運営に係る業務の内容 

（１）施設の供用及び利用の承認に関する業務 

  ア 利用団体の調整 

  イ 施設利用の予約受付 

  ウ 利用者の安全管理 

エ 物品の貸し出し 

オ イベントを含む来館者への応対 

カ プール、トレーニングマシン等の使用の指導 

キ 施設利用の承認 

ク 利用統計及び報告書の作成 

以上のほか、利用者への施設の供用に関して必要な業務については、教育委員会と協議

の上、定める。 

 （２）施設の利用料金の徴収に関する業務 

    専用利用料金、個人利用料金の徴収（料金表はホームページに掲載） 

 （３）施設の維持管理に関する業務（詳細は「７維持管理業務の内容」のとおり） 

 （４）設備・機器の運転管理に関する業務 

  ア 設備、機器の日常運転管理 

  イ 設備、機器の保守、点検及び修繕 

（５）委託業務の執行に伴う契約及び支払い等に関する業務 

（６）利用料金の報告等各種報告に関する業務 



（７）小学校プール授業の受け入れに関する業務 

（８）前６号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める業務 

７ 維持管理業務の内容 

 （１）更衣室清掃 週１回 

 （２）ガラス清掃 年１回 

（３）ワックス 年１回 

（４）水質検査（通常検査 月１回、トリハロメタン 年１回） 

（５）警備保障 

（６）ごみ収集（週２回） 

（７）施設周囲の草刈 年２回 

（８）側溝清掃 年１回 

（９）ポンプ類点検（１５台程度） 

（10）電気保安管理業務 

（11）防災設備点検 年２回 

（12）冷暖房切替 年２回 

（13）ボイラー煤掃除 年１回 

（14）トレセン屋根雨どい清掃 年１回 

（15）地下タンク点検 年１回 

（16）貯水槽清掃 年１回 

 

８ その他維持管理に必要な経費の内訳 

  上下水道料、電気料、燃料費、電話料、事務機器・トレーニングマシン及び施設管理備品等

に係るリース料、修繕費、消耗品費、備品費、保険料等 

 

９ 修繕等の取扱い 

  修繕の内、１件の執行予定額が１００万円未満のものについては、協議の上、管理者が行う

ものとする。 

なお、１件１００万円以上のものについては、協議の上、原則として教育委員会で対応する

ので、当該修繕が必要となった場合は、速やかに教育委員会へ報告すること。 

 

１０ 備品の帰属等 

 （１）教育委員会が、指定管理者に対して備品を購入させるときは、購入後の備品は教育委員

会の所有に属するものとする。 

（２）指定管理者は、教育委員会の所有に属する備品については氷見市会計規則の管理の原則

及び分類に基づいて行うものとする。また、指定管理者は、備品を整理し、購入及び廃棄

等の異動については教育委員会に報告しなければならない。 

 

１１ 緊急時の対応 

（１） 緊急時の対応マニュアルや緊急連絡網の作成などにより、緊急時に適切に対応できる体 



   制を確保すること。 

（２） 事故や災害等の緊急時においては、教育委員会及び関係機関へ迅速かつ的確に情報を伝 

  達すること。 

（３） 事故が発生した場合は、被害者の救済、保護などの応急措置を迅速にかつ的確に講じる 

とともに、状況に応じて関係機関へ連絡を取り対処すること。 

（４）重大な事故が発生した場合は、直ちに教育委員会へ連絡し、その指示に従うとともに書 

面においても報告すること。 

 

１２ 管理運営費について 

 （１）氷見市は、必要と認める管理運営費に相当する金額を指定管理料として指定管理者に支

払うものとし、年４回に分割して支払う。 

（２）翌年度の指定管理料について見直しが必要な場合は、事前に教育委員会と協議しその承

認を得るものとする。 

 

１３ 施設運営上の留意事項 

   現在、プール・トレーニングセンターでは、スポーツ団体による水泳教室、ウエルネス教

室が定期的に行われ、多くの市民が利用している。この教室は、行政とスポーツ団体が連携

して行っているものであり、従前どおりの活動の場を提供する必要があると考えている。 

 

１４ 施設管理業務以外の事業に関する事項  

物品販売事業（スポーツ用品等の販売等、自動販売機の設置等）を実施できるものとする。 

なお、この場合は、氷見市行政財産使用条例により、市長の許可を得ることを必要とする。 

 

１５ その他 

   この仕様書に記載のない事項については、教育委員会と協議のうえ決定する。 



氷見市Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理運営に係る仕様書 

 

この仕様書は、氷見市Ｂ＆Ｇ海洋センター（以下「海洋センター」という。）条例第２条の３に

規定する指定管理者が行う業務について、「氷見市民プール・トレーニングセンター、氷見市Ｂ＆

Ｇ海洋センター及び氷見運動公園の指定管理募集要項」（以下「募集要項」という。）に定めるも

ののほか必要な事項を定めるものである。 

 

１ 管理に関する基本的な考え方 

 （１）海洋センターの設置目的を充分理解し、その目的に沿った管理運営を行うこと。 

 （２）海洋センターの管理を行うに当たり、関係法令、条例、規則を遵守し、市民サービスの

向上に努めること。 

（３）海洋センターの管理を行うに当たり、利用者の安全を第一とすること。 

（４）海洋センターの管理を行うに当たり、利用者の平等な利用を確保すること。 

（５）アンケート調査等の実施により、利用者の意見を管理運営に反映させること。 

（６）個人情報の保護を徹底すること。 

（７）効率的な運営に努め、管理経費の削減に努めること。 

 

２ 法令等の遵守 

   業務の実施に当たっては、地方自治法、氷見市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等

に関する条例、氷見市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例、氷見市Ｂ＆Ｇ海洋センター条例施行規則、

氷見市情報公開条例、氷見市個人情報保護条例、氷見市行政手続条例、労働基準法等の労働

関係法令、消防法等の施設管理に関する法令、協定書及び仕様書等を遵守すること。 

 

３ 管理体制 

（１）管理運営を効率的に行うため、適正な職員を配置すること。 

（２）職員の配置及び勤務形態 

ア 職員は、原則として施設等の開場時間に応じて勤務すること。ただし、業務の都合に

より必要に応じて延長勤務を行うこと。 

イ 土、日、祝日、競技大会及び事前予約等で混雑が予想される場合には、管理（駐車場 

整理を含む。）できる適切な人員を配置すること。 

 （３）消防法第８条の規定により防火管理者を置くこと。 

 

４ 対象施設の概要 

 （１）所在地  

    氷見市大浦新町１１番地 

 （２）建物概要 

     体育館   建築面積 １，１２０㎡ 

     武道館   建築面積 ５２４．７㎡ 

     屋外プール 建築面積 ３２５㎡（所在地 氷見市窪１２４１番地） 



     艇庫    建築面積 ４５０㎡（所在地 氷見市十二町２０１番地） 

    施設内容  

体育館   ３１．８ｍ × ２３．５ｍ 

           ミーティングルーム、シャワー室 

武道館   卓球室としても利用 

屋外プール ２５ｍ ６コース 

 艇 庫    舟 艇 数 ： Ｏ Ｐ ヨ ッ ト ５ 、 カ ヌ ー １ ０ 、 ロ ー ボ ー ト ４ 、               

カッター１、船外機付ゴムボート１ 

 

５ 開館時間及び休館日   

募集要項のとおり 

 

６ 管理運営に係る業務の内容 

（１）施設の供用及び利用の承認に関する業務 

  ア 利用団体の調整 

  イ 施設利用の予約受付 

  ウ 利用者の安全管理 

エ 付属設備及び物品の貸し出し 

オ イベントを含む来館者への応対 

カ 海洋センター使用時における付帯設備の設営及び調整 

  キ 施設利用の承認 

  ク 利用統計及び報告書の作成 

以上のほか、利用者への施設の供用に関して必要な業務については、教育委員会と協議

の上、定める。 

 （２）施設の維持管理に関する業務（詳細は、「７維持管理業務の内容」のとおり） 

 （３）設備・機器の運転管理に関する業務 

  ア 設備、機器の日常運転管理 

  イ 設備、機器の保守、点検及び修繕 

（４）委託業務の執行に伴う契約及び支払い等に関する業務 

（５）各種報告に関する業務 

（６）B&G 財団との協力、連携に関する業務 

（７）氷見運動公園との包括管理に関する業務 

（８）前５号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める業務 

 

７ 維持管理業務の内容 

 （１）電気保安管理業務 

 （２）館内定期清掃 

    床ワックス 年１回（管理事務室、体育館、武道館、ミーティングルーム、廊下、トイ

レ） 



 （３）日常清掃 

 （４）除草作業 年３回 

（５）ごみ収集（可燃物週２回、不燃物月１回） 

（６）システム保守（予約管理等） 

 

８ その他維持管理に必要な経費の内訳 

  上下水道料、電気料、電話料、事務機器及び施設管理備品等に係るリース料、修繕費、消耗

品費、備品費、保険料等 

 

９ 修繕等の取扱い 

  修繕の内、１件の執行予定額が１００万円未満のものについては、協議の上、管理者が行う

ものとする。 

  なお、１件１００万円以上のものについては、協議の上、原則として教育委員会で対応する

ので、当該修繕が必要となった場合は、速やかに教育委員会へ報告すること。 

 

１０ 備品の帰属等 

 （１）教育委員会が、指定管理者に対して備品を購入させるときは、購入後の備品は教育委員

会の所有に属するものとする。 

 （２）指定管理者は、教育委員会の所有に属する備品については氷見市会計規則の管理の原則

及び分類に基づいて行うものとする。また、指定管理者は、備品を整理し、購入及び廃棄

等の異動については教育委員会に報告しなければならない。 

 

１１ 緊急時の対応 

（１） 緊急時の対応マニュアルや緊急連絡網の作成などにより、緊急時に適切に対応できる体 

   制を確保すること。 

（２） 事故や災害等の緊急時においては、教育委員会及び関係機関へ迅速かつ的確に情報を伝 

  達すること。 

（３） 事故が発生した場合は、被害者の救済、保護などの応急措置を迅速にかつ的確に講じる 

とともに、状況に応じて関係機関へ連絡を取り対処すること。 

（４）重大な事故が発生した場合は、直ちに教育委員会へ連絡し、その指示に従うとともに書 

面においても報告すること。 

 

１２ 管理運営費について 

 （１）氷見市は、必要と認める管理運営費に相当する金額を指定管理料として指定管理者に支

払うものとし、年４回に分割して支払う。 

（２）翌年度の指定管理料について見直しが必要な場合は、事前に教育委員会と協議しその承

認を得るものとする。 

 

 



１３ 施設運営上の留意事項 

   現在、海洋センターでは、各種スポーツ団体によるスポーツ教室が定期的に行われ、多く

の市民が利用している。この教室は、行政とスポーツ団体が連携して行っているものであり、

従前どおりの活動の場を提供する必要があると考えている。 

１４ 施設管理業務以外の事業に関する事項  

物品販売事業（スポーツ用品等の販売等、自動販売機の設置等）を実施できるものとする。 

なお、この場合は、氷見市行政財産使用条例により、市長の許可を得ることを必要とする。 

 

１５ その他 

   この仕様書に記載のない事項については、教育委員会と協議のうえ決定する。 

 


